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AIMS − Gifu の 教育改善に 関す る調査分析 （1）

　　　一 利 用初期 の 教員 ・ 学生 の 活 用 状況
一

興戸 律子
＊1 ・加藤 直樹

章 2 ・村瀬康
一

郎
＊ 3

〈 概要 〉 岐阜大学で は教 育支援シ ス テ ム と し て AIMS ・Gifuを 2003 年 か ら試験導入 し，遠隔及び対面

授 業 の 補完的な役割 を担 っ て き た．2004 年 か らは 全学的利用 を 開始 し ，2006年 ， 2007年 に教員 ，

学 生 の 利 用 ア ン ケ
ー トを実施 して きた ．本報告 で は ， ア ン ケ

ー
ト結果 の 分析 か ら ， そ の 成果 と問題

点 を明 らかに し ， 教員 ・学生が利用 しや すい シ ス テ ム 作 り へ の 課 題 を検討す る，

〈 キ ーワ ー
ド＞ e・Learning ， 教育方 法 ， 教育 シ ス テ ム ，高等教育，調 査

1．はじめに

　岐阜大学で は ，情報通信 技術 を活 用 した教 育

支 援 シ ス テ ム と し て AIMS ・G 血 （Academic

Instructional　Media 　SerVice　− Gifu）を 2003 年3

月 に 試 験的 に導入 し ，
2004年4A よ り全学的な利

用 を開始 し た ．2年間 の 利用 を経 て 2006年 4月 か

らは 「全学統合型教育改善シ ス テ ム 推進 事業 」 と

し て 推進体制を整備 し ，
3ヵ 年 計画 で の 取組 を 開

始 した ．ま た 2006 年9月には学術計算機 シ ス テ ム

更新 に伴 う利用環境 の 変更で 「ポータル 機能」 を

充実 させ ，学生 生活 ，学習等への 入 り 口 になる各

種情報へ の ア ク セ ス が容易にす る も の に バ ージ

ョ ン ア ッ プ した．

　本稿 で は ，AIMS ・Gifu導入 初期 の 2年 間（2005

年 度，2006 年度）の 活用状況 を学生，教員側 か ら

分析 し，導入初期の 利用状況を明 らか にす る ．

2，調査方法

（1）ア ン ケ
ート調査対象

　全 教員 （1700名 ） ，全学生（7600 名）

回収数 2006年 2007年

学 生 305名 376名

教員 230名 127 名

（2）実施方法

　2006年 は，教員の み質問紙配 布 に よ り実 施 し ，

学生 は AIMS で 実施 し た．2007度 は，教員，学生

ともAIMS で 実施 し た．

（3）実施 時期

　　　1回 目　 2006年 2月，2回 目　 2007年2A
（4）AIMS 利用 の経緯

　2003 年3月　 試験導 入

　2004 年 4月　全学 で 本格稼 動

　　 利 用講習会実施，マ ニ ュ ア ル 配布

　2006年 2月　 1回 目ア ン ケ
ー ト実施

　　 活 用促進の ため の ワ
ー

キ ン グ グル
ー

プ を組

　　 織 し定期的に研 修会を 開催，News 　Letterの

　　配布 ， 新入生 へ の 利用 指導等

　2007年 2月　 2回 目ア ン ケ
ー ト実施

　2007年 4月　 Web 履修シ ス テ ム 稼動開始

（5）内容

　 AIMS の 機能 を使 っ た 指 導方 法 に関す る質 問

項 目 （講 義資料
・教材の 配布，レ ポ

ー
ト提 出 ， 掲

示 板 に よる質問 と相互 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン，ア ナ

ウン ス ，成績判定 資料 の 本 人 開示）及び 自由記述 ，

3 、結果および考察

  本年度の 授業で の 利用 に つ い て

2006 2007
教 員

標箪 偏差
冒

標捌偏 差
t値

講 義 資料・教材 の 配 布 L511 ，112 ．08L25 一3．43 纏

レ ポートの提 出 L33o ．851 ．53LOO0 ．70　n・5・
コミ詔ニ ケ

ー
シ g ン （掲 示板 ）の 利 用 1．330 ．821 ．56o ，9Bo ，44 鳥・窪・

アナウン ス の利 用 1．551 ．062 ．1呂 L2丁 一4．55　稗

成績判定資料の 本人開示 1．140 ．551 ．581 ．12 一4．17脚

2006 2007
学生 「

標 箏偏
亀

標 撞 偏差
t値

講 義 資料・教材 の 配布 2．27O ．822 ．45o ．99 一2．72　韓
レ ポートの 提 出 1．90O ．952 ．211 ．05 一4．02 鱒

コミュニケ
ー

シ 日 ン 〔掲示 板 〕の 利 用 1，57O 、771 ．560 ．81o ．20E ・呂
ア ナ ウンス の 1用 2．OB0 ．8B2 ，541 ．03 一6．35 輔

成績 判定 資 料 の 本 人開示 1．530 ．722 ．061 ．05 一7，67 瞬
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 寧；p く 0、D5匹　弊：p〈 OpO1

教員 と学 生それ ぞれ の 2006年 と2007年の授業で

使 われ て い る 機能 に つ い てそ の 平均値 を比 較 し

た ．そ の 結果，講義資料 ・教材の 配布や アナ ウ ン

ス の 利 用 が 多 くな っ て い る（1％有意）．そ れ に 対

し，掲示 板 （コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ） の 利用は，有

意 の 差が認 め られなか っ た ．こ の こ とは ， 教員が

掲 示板 の 利 用 を積 極的に行わなか っ た た め，学生

の 利用 も 進 ん で い な い こ とを示 し て い る，

（2）今後の 授 業で の 利用 に つ い て

　次に 今後使 い た い 機能 に っ い て （1＞と同様 に 比

較 し た．そ の 結果，学生 か らの 成績判定資料 の 本

人 開示や ア ナ ウ ン ス の 希 望が 強い こ と が示 され

た（1％有意）．また教員 ， 学生 ともAIMS に よる レ

ポ ー
ト提 出 の 希望が多 くな っ て き て い る ，一

方 ，

掲示 板 の 活 用 期待 には年度問 で は差が見 られな

tlOKIDO ，Ritsuko：岐阜大 学 （U a ）　
鳶 2　KATO ，　Naoki ：岐 阜大学 （a n ）

“ 3　MURASE ，Koichiro：岐阜大学 （miirase ＠gifi＝ iLacjp ）
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200　　　　　　 207
教員

標聾偏 差 標準偏 差
t値

一　　　　 ・　　 の 2831 ，152961 ．03 　 　 　 　 霧●−1829
レ ポー の 2561202511 、11 一13．83 聊
コミュニケ

ー
シ 5 ン （娼 示 板 ｝の利用 268Ll6264lO50 ，31n ’s’

ア ナ ウン ス の利 用 2．901 ．143 ．081 ，02 一3．28 騨

成績 判 定 資料 の 本 人開示 2．381212 ．471 ．1B1 ．53　n3

2006 2007
学生 、

標準 偏 差
匸

標 準偏 差
t値

2．99O ．823 ，16099 一2．56 ・

　　　　　・　 の 配

レ ，、一 の 264095286LO5
　 　 　 勅一28 了

コ ミ4 ニ ケーシ ョン 〔掲示 桓 〕の利用 2．590 ．772 ，550 ．810 ．63ns
アナ ウン ス の 利 用 2．730 ．883 ．141 ，03 一5．38 轉

成 績判 定資料 の 本 人 開示 3，G80 ．723 ．321 ．05 一3，53 轉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 寧；p く O、05，　榊 ：pく 0．01

い こ とか ら，伝統的な授業に 依存するもの と推察

され コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を取 り入れ た講義が少

ない と考え られ る．

（3） 本 年度 と今後 の 活用 に つ い て （2007年）
A4

2007年 教員
準 　艶

、
準

t値

講 　資 料
・
　 　 の配 布 2．08　　1．252 ．961 ．03 一9．45　縛

レポートの 提出 L53 　 1．002 ．6L1 ．工1 一10．B8 帥

コミュニケ
ー

湘 ン （掲示板｝の利 用 L56 　 0．982 ．541 ．05 一11．B2 “

ア ナ 　ンス の 1 218 　　L273 ．08102 　 　 　 聊一9．6
成績判 定 資料 の 本人 開示 L5B 　　L122 ．471 ．18 一9．43 縛

A
2007年 学生 馳　　　　 準偏　　

’ t値

講義 　料 ・教材 の 　布 246099316o ．99 一12．38 轉

レポ
ー

トの 221 工．052 ．86105 一10，14 牌
コミ昌ニケーシ ョン 〔掲示 飯 〕の 利用 1．560812 ．55081

　　　“−19．19
アナ 　ンス の 1 2103314lO3 一11，7

鰰

成 績判 定資料 の 本人開示 2．061 ．053 ，321 ．05 一20．67 帥

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む ロ く O　D5，　P ニP く O　Ol

　2007年 の 調 査 で ，本 年度（2006年 度）と今後 の

活 用 にっ い て そ の 平均値 を比 較 し た．そ の 結果 ，

全 て の 項 目に っ い て 活用希 望 が 高 くな っ て い る

こ とが 示 され た（1％有意）．特 に成績判 定資料 の

本 人開示 や講義資料 の 配布に つ い て は ，今後 の 希

望 が高 い 値 を示 して お り，こ れ か ら の 活用が期待

で き る と考え る ，

4 ．実際の 利用状況

全 学 に 導入 し て 3年 間が経 過 し，そ の 活用状況 を

特徴的な機能の 活用状況か ら検討を行 っ た．実際

の 使用 状況 を示 す もの と し て ，AIMS ・Gifuを利用

す る 授 業科 目数 で は ， 平成 16年 度 の 172 科 目，平

成 17年度の 271科 目か ら平成 18年度に は 599科 目

1．鵬 切 01

、  O

角猷 8ヒット戳擢●

平 成 16年度

平 成打 年度

平 成 18年度
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　 　　 図 1AIMS −・Gifuを利用する授業科 目数

に増加 し て い る （図 1）．さ らに ， ア ク セ ス 数 は

平 成 17年度 の 約 300万件か ら約 500万 件に増加 し

て い る（図 2）．但 し，2006 年 9月 11 日 よ りシ ス テ

ム を バ ージ ョ ン ア ッ プ し て お り集計方法 が異な

るた め低 い 値 とな っ て い る ，

5．今 後の課題

　 自由記述か らは，多 くの 学生 が AIMS の 利用を

要望 して い る に も拘 らず，教員側 の 使用 が 少 ない

こ とが指摘され て い る．こ の た め ， 学生 の 利用期

待に 応 え るた め の 教員研 修 の 必 要 性 が指 摘 され

る．またAIMS は狭義 の e
・Learning と の 誤解 も教

員 の
一

部 に あ る こ とか ら，授業実践 の 紹介 を重視

し た研修会の 実施 が必 要 とな ろ う，19年度か らは ，

授業形態 の 違 い に 対応す るた め に 学部 の 実情に

応 じ た研 修会 の 実施 を計画 し て い る．

　 ま た ，掲示 板の 活 用 に つ い て は ，今後 の 要望 で

も学生 ， 教員共 に使用に積極 的で は なく，今後も

掲示板の 利用 が進 まな い こ とが 懸念 され る，しか

し授業方法が見直 され 学生 の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ

ン が重視 され る よ うに なれ ば掲示板 の 使い 方も

多様なもの とな る と考え られ る．AIMS の み浩用

に限 らず授 業改善 の そ の もの の 検討が必 要 とな

ろ う．

　 こ の 他に も活 用 を促進 す るた めには ， 学 生が学

内で 自由にAIMS に ア ク セ ス す るた め の 環境の

整備や 要望 に応 じた機能改善 に も継続的に取 り

組 む必要 が ある。さら に，学務 シ ス テ ム との連携

を進 め る こ とで ポ ータ ル と し て の 位置 づ け を明

確にす るこ とも重要 となる。19年度か らは ，
Web

履修 シ ス テ ム を，また成績に 関 し て は出席記録シ

ス テ ム を開発 し，そ の 結果 をAIMS に 反 映 させ る

予定 で あ る．
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